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国吉康雄が受けた日本の伝統的美術教育と
今後の国吉康雄研究への影響について
才士　真司
　岡山大学大学院教育学研究科「国吉康雄記念・美術教育研究と地域創生講座」（以下，本
講座）では，1889年に岡山県岡山市に誕生した洋画家，国吉康雄（1889-1953）とその作品
に関する調査を行なってきた。この成果の，現状における報告展覧会として，国吉康雄作品
と，国吉作品をコレクション活動の原点とする「ベネッセアートサイト直島」の現代アート
作品などで構成する展覧会，「Mr.Ace X-O. Modern SETOUCHI ⇄ Y.Kuniyoshi ⇄ NEW 
YORK」（以下，本展）を企画し，2019年４月から５月にかけて岡山市が運営する岡山シテ
ィミュージアムで実施した。
　本展に関わる取材および調査の過程で，今後の国吉康雄研究において重大な資料となる，
岡山市史編集委員会 編『岡山市史 美術映画編』（岡山市，1962年）における国吉康雄の少
年時代に関する記述に注目し，その検証を行った。同書には，幼少期の国吉康雄が，四条派
の日本画家で美術教師の井上芦仙の指導を受け，また，弟子として迎えたいとの申し入れを
受けていたという記述がある。これは，国吉康雄の画才はアメリカで見出されたという，従
来の国吉康雄論における前提を覆すものである。このため，国吉が受けた明治期の美術教育
と共に，当時の美術教育を取り巻く環境と，今後の国吉康雄研究に与える影響について考察
した。
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１ ．これまでの国吉康雄論における国吉康雄の画才
の発露について
　これまでの国吉康雄研究では，国吉が本格的な画
家修行を始めたのはアメリカに渡った後のことであ
り，国吉の画才はアメリカで見出され，評価された
というのが定説であった。
　例えば，1954年に東京国立近代美術館が，毎日
新聞社と共催した国吉康雄遺作展1の目録の，国吉
自身にインタビューをした二人の研究者による寄稿
において言及された内容が典型である。この展覧会
は当初，「国吉康雄回顧展」として企画されており，
国吉自身も，展覧会の開催に合わせて帰国を果たす
予定であったが，前年の国吉の逝去に伴い，名称が
変更されて実施となったものである。
　その目録に寄稿された二つの論考のうちの一つ
は，「国吉の芸術」と題された，美術評論家でのち
に京都国立近代美術館館長も務めた今泉篤男（1902-
1984）によるものである。今泉は晩年の国吉を何度
か訪ねているが，この論考で，「ロサンゼルスの公
立学校在学当時，国吉はその巧みな素描を先生に注
目された」2と述べている。
　もう一つの論考，ニューヨークのホイットニー美
術館の副館長であったロイド・グッドリッチ（Lloyd 
Goodrich:1897-1987）による「ヤスオ クニヨシ」
では，この辺りがより具体的で，パブリックスクー
ルに通っていた国吉に，ひとりの教師が「地図を描
く腕前に目をとめて，芸術を勉強してはどうかと勧
めてくれた」3と書かれている。国吉の学友でもあり，
生涯の友人でもあったグッドリッチは，これに先駆
ける1948年１月６日，13日，２月５日，19日の４
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日間，国吉自身へ行った取材をベースに，評論
『YASUO KUNIYOSHI』を発表している4。同書は，
同年３月27日から５月５日にかけて，ニューヨーク，
ホイットニー美術館で開催された，国吉康雄回顧展
1921-1947のために執筆されたものである。この論
考では，「中国の絵入り地図に彼がじょうずに描い
た人物像に気づいた教師が，彼に美術の勉強を勧め
た。そこで彼は“ロスアンジェルス・スクール・オ
ブ・アート・アンド・デザイン”の夜間部に入学し
た。」5と，更に詳細に書かれている。つまり，グッ
ドリッチの論考は，国吉の生前に，国吉が最も信頼
した美術関係者によって行われたインタビューであ
る。以降，これが踏襲されることになり，2015年
にSmithsonian American Art Museumで開催され
た国吉康雄の回顧展The Artistic Journey of Yasuo 
Kuniyoshiでも，この傾向は変わっていない。
　この展覧会のゲストキュレーターである美術史家
でバード大学教授のトム・ウルフは，同展の図録に，
「ここ（パブリックスクール）で出会った教師に絵
の才能があると言われたことが，国吉がロサンゼル
ス美術デザイン学校で授業を受けるきっかけとなっ
た。」とし，「国吉は意欲的で，休む間もなく熱心に
学び，1910年に，アメリカ美術の首都とも言える
ニューヨークへと向かった。」としている6。
　次に，これらの論考での，国吉の岡山時代に関す
る記述を検討する。
２ ．岡山で過ごした少年時代の国吉康雄に関する先
行研究
　前述の国吉康雄遺作展の目録において今泉は，国
吉が渡米したのは「徴兵忌避」と，「アメリカに経
済的な希望を見たから」であって，画家になるため
の渡米ではなかったことを指摘し，国吉の岡山時代
の記述を終えている。また，のちにロサンゼルスの
公立学校（パブリックスクール）で，その画才を認
められたきっかけを，「手先の巧妙さ」であるとし
ているが，続けて，この特性は，「ほとんどすべて
の日本人芸術家に見られる一つの特徴であり，国吉
の場合も恐らくそれが彼の才能を認めさせる最初の
きっかけになった」と言及している7。では，そう
した手先の器用さの修練とは，どこで，どういう事
情で身についたものなのであろうか。これについて
は記述がない。
　一方，グッドリッチによる論考の冒頭では，「子
供の頃，彼は芸術と縁がなかった」とまで，書かれ
ている。しかし，「学校で描き方を教わったがそれ
は本の中の挿絵をうつすことによるのだった。のち
に工業高校で彼は紡織と染色を学び，織物模様のた
めの意匠をつくった。」とも記しており，美術の素
養を身につける機会はあったが，それが，のちの画
業には大きく影響していないかのように記述されて
いる8。
　では，最新の国吉論であるウルフの場合はどうか。
　彼は，「（国吉は）機織り，染色，そして染織を含
む通常教育を受け，日本の装飾美術の様式や伝統的
な製図技法に親しんでいった。」と，事実としてグッ
ドリッチの論を踏襲しながらも，岡山時代の美術教
育の影響を，好意的に記述している9。また，国吉
がのちに，「西洋風に描かれた絵画に感銘を受けた」
事例が，岡山時代にあった例として，国吉自身のイ
ンタビューを引き，「あれは戦場を描いた現実的な
パノラマだった。私が幼少期に囲まれてきた絵画に
はなかった，まるで生きているかのようなリアルさ
に，大変感激した」と述べたことを指摘し10，国吉
の洋画への関心を示す事例の紹介に移っている11。
　この絵は，当時日本各地を巡回し，国吉が6-7歳
だった1895 ～ 1896年ごろ岡山でも興行を行なった
「パノラマ館」だと思われる。パノラマ館は，曲面
に描かれた遠景の前に，都市や戦闘の場面などの立
体模型を配置した，今日でいうVR的な体験を仕掛
ける装置であった。日本では1890（明治23）年に，
東京・上野公園で開催された第3回内国勧業博覧会
に登場したものが最初とされる。このときの，「リ
アル」な絵を見たという国吉の経験を受け，ウルフ
は，「彼がその絵を，これまで身近にあったものと
の対比として捉えたことは，彼が日本の伝統美術に
馴染んでいたことをつぶさに証明していると言え
る。」12とした。このウルフのいう，「身近にあった
もの」が，国吉が受けていた明治期の伝統的な美術
教育である。
　岡山県立美術館の学芸課長であった妹尾克己氏に
よると，国吉が見たリアルな絵は鹿子木孟郎の「日
清戦争」を主題としたパノラマ絵画であったようだ
が，蒙古襲来を描いたものだという指摘もあり，今
後の研究が待たれる。
　次に，ウルフが指摘するように，国吉が当時の高
等小学校での教育や工業学校での指導により，日本
的な伝統美術に馴染んでいたのかを確認する。
３ ．1890年代におけるわが国の高等小学校での図
画教育
　まず最初に，岡山時代の国吉がどういった教育を
受けていたかを考察する。
　国吉は弘西尋常小学校（４年制：後の岡山市立弘
西小学校）に1896（明治29）年に入学し，卒業後，
岡山高等小学校（４年制：後の岡山市立内山下小学
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校）に進学する。当時の高等小学校では図画が必修
教科となっており，「臨画」と呼ばれる手本どおり
に絵を写す，模写の授業が行われていた。国吉の小
学生時代の図画教科書に採用されていたのは，毛筆
を使って墨で絵を描く，毛筆画の手本であった。当
時，毛筆画での授業が実施されたことについて，本
講座の赤木里香子は先行研究に基づき，本展の解説
文において以下の三点を理由として挙げた13。
　①　 岡倉天心やアーネスト・フェノロサによる，
西洋の模倣で終わらない新しい日本美術を創
り出そうという運動が大きな影響を与えたこ
と。
　②　 京都府や石川県など伝統工芸が盛んな地域で
は，後継者を育てなければという危機感から，
地元の小学生向けに独自の毛筆画教科書が作
られたこと。
　③　 当時の日本人にとって墨と毛筆と和紙が，最
も身近な筆記用具であり画材であったこと。
図１　竹内栖鳳著『小学日本画帖　乙種三之上』
表紙，明治34年
図２　竹内栖鳳著『小学日本画帖　乙種三之上』
明治34年
　著名な日本画家である竹内栖鳳による教科書から
も，日本画の線描や墨による滲みや暈しの技法で描
かれた手本画が確認できる（図１，図２）。また，
国吉の誕生する前年には京都で毛筆画教科書や指導
書が出版されはじめ，その内容は日本画の初歩を学
習させているものであったことが指摘されている。
こうした京都の事情と，国吉が受けた岡山での美術
教育との関連については後述する。
　当時の高等小学校で美術教育を受けた国吉は，
1904（明治37）年に，開校3年目の岡山県立工業学
校染織科（現在の岡山県立工業高校）に入学する。
これらのことから，ウルフの指摘する通り，国吉は
「日本の伝統美術に馴染んでいた」としても，問題
はないように考えられる。
４．国吉作品に見られる日本画的要素
　ウルフが国吉の日本的伝統美術の素養に言及する
のは，国吉の1920年代初頭の成功には，日本的・
東洋的な画法との関連が指摘されているからであ
る。
　国吉の成功は，欧米の「ジャポニズム」の流行と
いう事象との関連も大きい。この背景に，国吉のパ
トロンであった，ハミルトン・イースター・フィー
ルド（Hamilton Easter Field; 1873-1922）の存在が
あったことも言及しておかなければならない。
　フィールドは1894年からの８年間をヨーロッパ
で過ごし，同地の動向にも精通した現代美術の批評
家であり，アメリカ開拓時代の肖像画などのフォー
クアートや，イギリスからの独立前の植民地時代の
アートを収集したコレクターでもあった。そのコレ
クションには日本画や浮世絵なども含まれ，その造
詣は深く，国吉はフィールドから多くの影響を受け
た。国吉の成功には，フィールドの金銭的支援に加
え，彼の助言と教養，本物のコレクションの観察と
いう機会，環境の助けがあったと言えよう。
　フィールドは，国吉のデッサン力を高く評価して
いた。この技術も，グッドリッチの記述にあるよう
に，「地図を描く」授業での，人物画の描写でも証
明された。これが，岡山時代の修練の成果だとして
も間違いではないだろう。
　ここまで見てきたように，国吉自身の発言，国吉
本人へ取材を行った研究者の論考，国吉を支えたパ
トロンの人物像という複数の観点から，ウルフの指
摘する点に関する証明は十分であるように思われて
きた。
　しかし，これに疑問を呈したのが，日本画家で京
都造形芸術大学教授である千住博（1958-）である。
５．日本画家からの疑問
　千住はNHKのテレビ番組，日曜美術館「国吉康
雄 アメリカで蘇る日本人画家」14で「これが描けて
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　まず最初に，岡山時代の国吉がどういった教育を
受けていたかを考察する。
　国吉は弘西尋常小学校（４年制：後の岡山市立弘
西小学校）に1896（明治29）年に入学し，卒業後，
岡山高等小学校（４年制：後の岡山市立内山下小学
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しまうということに，国吉自身，驚いたはずだ」 と
発言した。これとは，国吉康雄が描いた1932（昭
和７）年正月に描いたとされる墨の濃淡だけで描い
た墨絵《葡萄》を指す。
図３　国吉康雄《葡萄》1932年，個人蔵
　筆者はこの番組の取材コーディネーターとして，
番組の収録に参加したため，千住に発言の真意を尋
ねた。
　千住は，国吉を20世紀前半のアメリカを代表する
作家と捉えるだけでなく，国吉作品に線描や塗り残
し，ぼかしなど，様々な日本画的な技術が見られる
ことを認め，それを評価している。絵画保存修復家
の岩井希久子も，2016年に本講座が企画した展覧会
「国吉康雄展 少女よ お前の命のために走れ」の展覧
会会場での，国吉作品のコンディションチェックの
際に，同様の指摘を行った。
　千住は，国吉作品に見られる日本の伝統的な絵画
技法を指摘した上で，それでも国吉の墨絵は，「い
かに著名な洋画家であっても，専門的な教育を受け
ていない者が，人前で，即興で描けるレベルのもの
ではない」と指摘した。筆者はこの指摘を受け，本
講座の赤木に，国吉が受けた美術教育の内容に関す
る取材を行った。
　高等小学校での図画の教育に関しては前述のとお
りであるが，赤木は，開校して３年という，当時の
先端技術学校である岡山県立工業学校染織科に「な
ぜ国吉が進学しようとしたか，理由が解明されてい
ない」と指摘した。
　繊維業が日本の主力産業のひとつだった当時，工
業学校の染織科は，地方都市の子どもにとっては最
先端の技術が学べる貴重な場であり，当時，図画を
描く能力は，美術的な素養としてだけではなく，工
業，工芸を発展させるために必要な技能とされたと
してみなされている。明治政府の掲げる「殖産興業」
の一翼を担う技術者の養成の為に全国に開校された
のが工業学校であったと言える。
６．明治政府による工業学校の設置
　明治維新により，近代国家への歩みを進める明治
政府は，周知の通り「富国強兵」策を推進する。近
代化及び，資本主義国家として後発国である日本に
とって，欧米列強の工業力は模範とすべきものでは
あったが，アジア圏で植民地支配を強めるその軍事
力は，脅威の対象でもあった。速やかな近代化が喫
緊の課題であった明治政府にとって，「富国強兵」
と共に掲げた「殖産興業」政策は，軍備の近代化と
並ぶ，最も重要な「富国」策の要であった。
　こうした事情のなか，明治5年（1872）の学制『被
仰出書』には，「人能ク其才ノアル所ニ応シ勉励シ
テ従事シ而シテ後初メテ生ヲ治メ産ヲ興シ業ヲ昌ニ
スルヲ得ヘシ」とあり，殖産興業政策の一環として
の教育政策が，新政府樹立の早い段階から位置づけ
られていたことが分かる。
　明治新政府において，後の文部大臣職の前身とな
る文部卿の職にあった福岡孝弟（1835-1919）は，
1881（明治14）年４月８日，当時の最高行政機関
であった太政官15，三條實美太政大臣に，『職工學
校を東京に設置すべき件に付伺』16を提出する。福
岡はこのなかで，殖産興業政策推進のため，職工学
校設置は急務であるとしている。その理由として，
一般庶民，特に下層階級の子弟の防貧のため，小学
校修了後の職能技術の普及の必要を挙げ，わが国従
来の技術習得のための手法である「徒弟制」は効率
が悪く，日本の伝統的技術をも廃れると批判し，職
工学校設置により，「本邦ノ殖産ノ道ヲシテ旺盛ナ
ラシムル」とした。
　一方で，1878（明治13）年に，日本初の公立画
学校として京都画学校が設置されている。単科の専
門職業学校である同校は，東宗（日本写生画大和絵
科），西宗（西洋画科），南宗（文人画科），北宗（狩
野雪舟派の科）の４科を持つ修業年限３ヶ年の学校
として発足したが，これは，四条派の画家である望
月玉泉（1834-1913）らが，明治維新以降の文明開
化の潮流のなかで，日本画の存亡を危惧し，1876（明
治11）年に京都府に対し画学校設立の建白書を提
出し，その設立を強力に働きかけたことが経緯とし
てある。また，低迷する京都の主力産業である「伝
統工芸分野」の職人の養成と近代化を支援する狙い
もあり，国吉が誕生した1889（明治22）年に同校
は京都市に移管され，1891年に京都市美術学校と
なり，絵画科・工芸図案科の２科の体制となる。
1901年には京都市立美術工芸学校に改称したこと
に現れているように，更なる学科改編が行われ，彫
刻，漆工科も置かれたことにより，工芸学校として
の役割が強化される。
　こうした，画工，織工，木工，機械工など，職業
領域ごとの学校の設置も，各地で大きな役割を果た
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すことになり，この政策は日清戦争，日露戦争を経
て強化される。だが，ここで赤木の指摘する「国吉
が進学しようとした理由が不明」という点に着目し
たい。
　これらの工業学校への入学について，学力や教育
に掛かる学費を考慮すると，入学者の多くは，かつて
の支配階級である武士出身者で占められるのは当然
であった。国吉家の財政状況に関しては，拙論『瀬戸
内のアート運動と国吉康雄の結節点』に詳しいが17，
同論を検証した赤木は，当時の国吉家の事情から考
えると，進学を是とする理由が見当たらないとした。
　ここで重要となるのが，『岡山市史 美術映画編』
における国吉康雄の少年時代に関する記述である。
７ ．『岡山市史 美術映画編』における国吉康雄の少
年時代に関する記述
　国吉の岡山時代を伝える『岡山市史 美術映画編』
には，少年時代の国吉が，郷里の出石町に住んでい
た京都で学んだ高名な日本画家にその画才を認めら
れたという記述がある18。この画家は井上芦仙
（1872-1941）という。
　井上は，岡山県井原村（現在の井原市）に生まれ，
大阪の中川蘆月（1924年没）のもとで日本画を学
んだ後，京都で菊池芳文（1862-1918）の画塾に入り，
四条派の画法を習い塾頭にまでなった。数点の作品
が井原市に残されており，花鳥画に優れていたこと
が確認できる（図４，図5，図6，図７）。彼は1924
（大正13）年，故郷の興譲館に招かれ，毛筆画を教
える図画教師を勤めている。
　『岡山市史 美術映画編』には，井上が国吉の画才
に「惚れこみ，絵描きにするように父親にすすめた」
という住人の証言があり19，この時，国吉の父，宇
吉が，井上の申し入れを断ったという記述もある。
その理由もあり，「遊んで食える状況に（国吉家は）
ない」ということであったようだ。宇吉の感覚とし
て絵描きは「道楽」であったのだろうし，今泉も「国
吉の芸術」で，国吉家が裕福でなかったことを指摘
している。こうした当時の，画家という職業への意
識を窺わせるものに，国吉と同じ岡山出身の洋画家
である児島虎次郎の，幼少期に関わるエピソードが
ある。
　岡山師範学校の図画教師であった洋画家の松原
三五郎（1864-1946）が，幼い児島の絵を見て，｢ぜ
ひ絵かきにしなさい」と家族に勧めるが，「旅周り
の絵師」の姿を思った児島の祖母は，｢大事な孫を
図４・５　井上芦仙
《菊・朝顔・小鳥》《秋草》
絹本彩色,制作年不詳, 
井原市文化財センター古代まほろば館所蔵
図６　井上芦仙《菊・朝顔・小鳥》部分
絹本彩色,制作年不詳, 
井原市文化財センター古代まほろば館所蔵
図７　井上芦仙《秋草》部分
絹本彩色,制作年不詳,
井原市文化財センター古代まほろば館所蔵
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しまうということに，国吉自身，驚いたはずだ」 と
発言した。これとは，国吉康雄が描いた1932（昭
和７）年正月に描いたとされる墨の濃淡だけで描い
た墨絵《葡萄》を指す。
図３　国吉康雄《葡萄》1932年，個人蔵
　筆者はこの番組の取材コーディネーターとして，
番組の収録に参加したため，千住に発言の真意を尋
ねた。
　千住は，国吉を20世紀前半のアメリカを代表する
作家と捉えるだけでなく，国吉作品に線描や塗り残
し，ぼかしなど，様々な日本画的な技術が見られる
ことを認め，それを評価している。絵画保存修復家
の岩井希久子も，2016年に本講座が企画した展覧会
「国吉康雄展 少女よ お前の命のために走れ」の展覧
会会場での，国吉作品のコンディションチェックの
際に，同様の指摘を行った。
　千住は，国吉作品に見られる日本の伝統的な絵画
技法を指摘した上で，それでも国吉の墨絵は，「い
かに著名な洋画家であっても，専門的な教育を受け
ていない者が，人前で，即興で描けるレベルのもの
ではない」と指摘した。筆者はこの指摘を受け，本
講座の赤木に，国吉が受けた美術教育の内容に関す
る取材を行った。
　高等小学校での図画の教育に関しては前述のとお
りであるが，赤木は，開校して３年という，当時の
先端技術学校である岡山県立工業学校染織科に「な
ぜ国吉が進学しようとしたか，理由が解明されてい
ない」と指摘した。
　繊維業が日本の主力産業のひとつだった当時，工
業学校の染織科は，地方都市の子どもにとっては最
先端の技術が学べる貴重な場であり，当時，図画を
描く能力は，美術的な素養としてだけではなく，工
業，工芸を発展させるために必要な技能とされたと
してみなされている。明治政府の掲げる「殖産興業」
の一翼を担う技術者の養成の為に全国に開校された
のが工業学校であったと言える。
６．明治政府による工業学校の設置
　明治維新により，近代国家への歩みを進める明治
政府は，周知の通り「富国強兵」策を推進する。近
代化及び，資本主義国家として後発国である日本に
とって，欧米列強の工業力は模範とすべきものでは
あったが，アジア圏で植民地支配を強めるその軍事
力は，脅威の対象でもあった。速やかな近代化が喫
緊の課題であった明治政府にとって，「富国強兵」
と共に掲げた「殖産興業」政策は，軍備の近代化と
並ぶ，最も重要な「富国」策の要であった。
　こうした事情のなか，明治5年（1872）の学制『被
仰出書』には，「人能ク其才ノアル所ニ応シ勉励シ
テ従事シ而シテ後初メテ生ヲ治メ産ヲ興シ業ヲ昌ニ
スルヲ得ヘシ」とあり，殖産興業政策の一環として
の教育政策が，新政府樹立の早い段階から位置づけ
られていたことが分かる。
　明治新政府において，後の文部大臣職の前身とな
る文部卿の職にあった福岡孝弟（1835-1919）は，
1881（明治14）年４月８日，当時の最高行政機関
であった太政官15，三條實美太政大臣に，『職工學
校を東京に設置すべき件に付伺』16を提出する。福
岡はこのなかで，殖産興業政策推進のため，職工学
校設置は急務であるとしている。その理由として，
一般庶民，特に下層階級の子弟の防貧のため，小学
校修了後の職能技術の普及の必要を挙げ，わが国従
来の技術習得のための手法である「徒弟制」は効率
が悪く，日本の伝統的技術をも廃れると批判し，職
工学校設置により，「本邦ノ殖産ノ道ヲシテ旺盛ナ
ラシムル」とした。
　一方で，1878（明治13）年に，日本初の公立画
学校として京都画学校が設置されている。単科の専
門職業学校である同校は，東宗（日本写生画大和絵
科），西宗（西洋画科），南宗（文人画科），北宗（狩
野雪舟派の科）の４科を持つ修業年限３ヶ年の学校
として発足したが，これは，四条派の画家である望
月玉泉（1834-1913）らが，明治維新以降の文明開
化の潮流のなかで，日本画の存亡を危惧し，1876（明
治11）年に京都府に対し画学校設立の建白書を提
出し，その設立を強力に働きかけたことが経緯とし
てある。また，低迷する京都の主力産業である「伝
統工芸分野」の職人の養成と近代化を支援する狙い
もあり，国吉が誕生した1889（明治22）年に同校
は京都市に移管され，1891年に京都市美術学校と
なり，絵画科・工芸図案科の２科の体制となる。
1901年には京都市立美術工芸学校に改称したこと
に現れているように，更なる学科改編が行われ，彫
刻，漆工科も置かれたことにより，工芸学校として
の役割が強化される。
　こうした，画工，織工，木工，機械工など，職業
領域ごとの学校の設置も，各地で大きな役割を果た
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絵かきにとは失礼千万」と腹を立てた。児島はのち
に，この祖母の理解も得て画家への道を歩むが，国
吉は1904（明治37）年に開校３年目の岡山県立工
業学校染織科に入学し，稼ぐことのできる「友禅の
下絵描き」となることを目指した。このことは，国
吉家の家計の事情や，親が子の将来を思う様子も明
らかにする。国吉家には，子に「道楽」をさせる余
裕こそないが，中等教育を受けさせ，「手に職をつ
けさせる」道筋をつけることは実行できたのである。
当時の中等教育在学者数は46,000人で，資格者人口
の16.4％ 20であり，このことから国吉家の教育への
期待が推察できる。また，国吉自身に，この期待に
応えるだけの画才の素地があったことも，井上の提
案から窺える。
　国吉は，1906（明治39）年に工業学校を退学し，
渡米を決断する。それまで工業学校では，福田次彦
（生没年不詳）という，京都市立美術工芸学校を
1900（明治33）年に卒業した図画教師の指導を受
けていたと考えられる。福田は日本画家で，京都画
壇の重鎮であり，第１回文化勲章受章者の竹内栖鳳
（1864-1942）に学んだ日本画家でもある。21
　工業学校の教諭陣に京都で学んだ者が多かったこ
とや，竹内も四条派の画家であることから，工業学
校入学に，井上と国吉の関係が作用したとも考えら
れるが，この点に関しては今後の調査が必要である。
８．まとめ
　従来の国吉康雄論では，国吉がアメリカで初めて
絵の才能を開花させたとされている。かつて，岡山
市北区にあった国吉康雄美術館の顧問職にあった小
澤義雄の著作『飛翔と回帰』22でも，国吉の岡山時
代の資料は見当たらないとされるが，実際には，岡
山時代にすでにその才能を，日本画家によって見出
されていたということになる。
　ここまでに見てきたように，これまで，国吉康雄
の画業の最初期の経歴として，岡山で過ごした16
年間は軽視されてきた。だが，岡山で国吉が受けた
高等小学校での教育内容や井上芦仙との関係，また，
井上を介した岡山県立工業学校と京都の画人たちと
の結びつきからは，幼少期の国吉に，すでに絵の才
能が見出されており，親でさえ，今泉の指摘する「手
先の器用さを生かした」道筋を希望させるほどの技
術とセンスをもっていたことが窺える。加えて，こ
の「手先の器用さ」は，明治期の高等小学校での日
本画を規範とした教育や工業学校での経験，井上の
画室に通ったことなどにより培われたものだと考え
られる。
　今後，国吉の岡山時代の経験を踏まえ，アメリカ
での画業への影響を再検証する必要がある。初期か
ら後期のインク画や塗り残しによる余白の形成，薄
塗りの多層色彩，帰国時に描いた水墨画技法による
墨絵などを国吉が岡山時代に経験した美術教育，あ
るいは当時の体験を踏まえて考察し直すことは，国
吉の画業に新たな視点をもたらし，明治期の美術教
育の再検証にも繋がるものと考えられる。今後も，
これらに関わる調査，研究を更に進める必要がある。
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絵かきにとは失礼千万」と腹を立てた。児島はのち
に，この祖母の理解も得て画家への道を歩むが，国
吉は1904（明治37）年に開校３年目の岡山県立工
業学校染織科に入学し，稼ぐことのできる「友禅の
下絵描き」となることを目指した。このことは，国
吉家の家計の事情や，親が子の将来を思う様子も明
らかにする。国吉家には，子に「道楽」をさせる余
裕こそないが，中等教育を受けさせ，「手に職をつ
けさせる」道筋をつけることは実行できたのである。
当時の中等教育在学者数は46,000人で，資格者人口
の16.4％ 20であり，このことから国吉家の教育への
期待が推察できる。また，国吉自身に，この期待に
応えるだけの画才の素地があったことも，井上の提
案から窺える。
　国吉は，1906（明治39）年に工業学校を退学し，
渡米を決断する。それまで工業学校では，福田次彦
（生没年不詳）という，京都市立美術工芸学校を
1900（明治33）年に卒業した図画教師の指導を受
けていたと考えられる。福田は日本画家で，京都画
壇の重鎮であり，第１回文化勲章受章者の竹内栖鳳
（1864-1942）に学んだ日本画家でもある。21
　工業学校の教諭陣に京都で学んだ者が多かったこ
とや，竹内も四条派の画家であることから，工業学
校入学に，井上と国吉の関係が作用したとも考えら
れるが，この点に関しては今後の調査が必要である。
８．まとめ
　従来の国吉康雄論では，国吉がアメリカで初めて
絵の才能を開花させたとされている。かつて，岡山
市北区にあった国吉康雄美術館の顧問職にあった小
澤義雄の著作『飛翔と回帰』22でも，国吉の岡山時
代の資料は見当たらないとされるが，実際には，岡
山時代にすでにその才能を，日本画家によって見出
されていたということになる。
　ここまでに見てきたように，これまで，国吉康雄
の画業の最初期の経歴として，岡山で過ごした16
年間は軽視されてきた。だが，岡山で国吉が受けた
高等小学校での教育内容や井上芦仙との関係，また，
井上を介した岡山県立工業学校と京都の画人たちと
の結びつきからは，幼少期の国吉に，すでに絵の才
能が見出されており，親でさえ，今泉の指摘する「手
先の器用さを生かした」道筋を希望させるほどの技
術とセンスをもっていたことが窺える。加えて，こ
の「手先の器用さ」は，明治期の高等小学校での日
本画を規範とした教育や工業学校での経験，井上の
画室に通ったことなどにより培われたものだと考え
られる。
　今後，国吉の岡山時代の経験を踏まえ，アメリカ
での画業への影響を再検証する必要がある。初期か
ら後期のインク画や塗り残しによる余白の形成，薄
塗りの多層色彩，帰国時に描いた水墨画技法による
墨絵などを国吉が岡山時代に経験した美術教育，あ
るいは当時の体験を踏まえて考察し直すことは，国
吉の画業に新たな視点をもたらし，明治期の美術教
育の再検証にも繋がるものと考えられる。今後も，
これらに関わる調査，研究を更に進める必要がある。
─────────────
1 1954年2月20日から3月25日の会期で行われた。
2 東京国立近代美術館『国吉康雄遺作展』（東京国立
代美術館・毎日新聞社，1954年）p.12.（原本にペー
ジ記載がない為，筆者による）
3 同 , p.16.
4 Lloyd Goodrich, Yasuo Kuniyoshi, Whiteny 
Museum of American Art, 1948年 (ブリジストン
美術館が1975年『館報24』で和訳「国吉康雄」
を掲載 )
5 ロイド・グッドリッチ「国吉康雄」ブリジストン
美術館『館報24』, p.34.
6 Tom Wolf, The Artistic Journey of Yasuo Kuniyoshi, 
Smithsonian American Art Museum, 2015年4月10
日, p.18. 原文は英語 (江原久美子訳 )
7 東京国立近代美術館『国吉康雄遺作展』（東京国立
代美術館・毎日新聞社，1954年）p.12.
8 同 , p.16.
9 Tom Wolf, op. cit., p.18.
10 Yasuo Kuniyoshi(1940), “East to West” Federation 
Art Magazine. February 1940. 原文は英語（江原
久美子訳）
11 Tom Wolf, op. cit., p.18.
12 Tom Wolf, op. cit., p.18.
13 赤木里香子「ミスターエース クロスオーバーモ
ダン展制作ノート」岡山大学大学院教育学研究科
「国吉康雄記念・美術教育研究と地域創生講座」
2019年4月20日, p.4.
14 2015年12月20日9:00-9:45放送 .
15 明治18年（1885年）の内閣制度発足に伴い廃止
16 東京工業大學編纂（『東京職工學校六十年史』
1940年，pp.59-61.
17 才士真司「瀬戸内のアート運動と国吉康雄の結節
点」，『岡山大学教育学部研究集録』第170号，
2019年，pp.15-39.
18 岡山市史編集委員会『岡山市史 美術映画編』，岡
山市 , 1962年, p.308.
